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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名  平成27年度長岡市男女共同参画審議会 

２ 開催日時 
 平成27年８月27日（木曜日） 

 午後３時00分から午後４時30分まで 

３ 開催場所  アオーレ長岡 第１、第２協働ルーム 

４ 出席者名 【委員11名】 

 青木 仁 石川 伊織 稲田 育彦 黒岩 海映 小林 守 

 櫻井 真理 高橋  聡 樋熊 憲子 福田 和美 米山 宗久 鷲尾 達雄 

【事務局４名】 

 広瀬市民部長 栗林男女共同参画推進担当課長 

 堀川男女共同参画推進担当係長 根津主事 

※ 他に関係課職員17名が同席した 

５ 欠席者名 
【委員１名】 

小林 友子 

６ 議題 (1)  長岡市男女共同参画審議会について 

(2)  第２次ながおか男女共同参画基本計画について 

(3)  その他 

７ 審議の内容  

発言者 議 事 内 容 

 

 

 

市民部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 本日は、お忙しいところ審議会に出席いただき感謝申し上げます。 

就任に対し、御礼申し上げます。本審議会は、男女共同参画の重要施策に

ついて審議していただくため、条例に基づき設置しているものです。任期は

２年間だが、来年度は第２次ながおか男女共同参画基本計画の 10 年間の計画

期間の前期５年目にあたり、中間見直しの年となります。後期５年間の計画

がより充実したものとなるよう、委員の皆様からのお力添えをお願いいたし

ます。 
本日は、本審議会の役割、男女共同参画基本計画の推進状況について説明・

報告し、皆様から自由闊達な議論をお願いいたします。 
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３ 自己紹介 

 

４ 議 題 

(1)  長岡市男女共同参画審議会について 

・会長・副会長の選出・・・条例施行規則第８条の規定による委員の互選に

より、会長は石川委員、副会長は樋熊委員に決定。 

・会長・副会長あいさつ 

 
・長岡市男女共同参画審議会の役割  ・・・事務局説明（資料№1） 
 
・苦情処理制度           ・・・事務局説明（資料№1、2） 
 
(2) 第２次ながおか男女共同参画基本計画について（資料№3～6-2） 

 

今回はあらかじめ委員の皆さんから資料をご覧いただき、質問意見をいた

だいているので、さっそく担当課からの回答に入りたい。なお、時間の都合

上、事業№に丸印をつけたものを具体的に口頭で回答いただくこととしたい。 
 

（資料№5、事業№7【幼児への男女共同参画学習】について） 

全国的な保育士不足の状況等もある中で、通常保育をしている保育士が、

保育時間を離れて研修に参加することがなかなか難しい状況がある。近年、

園長 OB を各園に派遣する形で、園力を上げるためのスキルアップ研修を行

っている。その際に保育室を担当する職員に対して、保育の基本、あるいは

難しさを増している保護者対応、配慮を要する子どもを含めた言葉かけなど

を、経験豊かな保育士 OB から講義していただく中で保育関係職員の意識を

高めていく内容になっている。 
 近年、通常の保育活動の中でもごく自然な形で、男女平等の意識というも

のができあがってきているので、自然に関わり方や言葉かけなどを通した中

で意識を深めるという形で研修や講座を実施しているところである。 
 
（資料№5、事業№8【幼稚園・保育園の保護者を対象とした男女共同参画の

意識啓発】について） 

 教育委員会で実施している「熱中・感動・夢づくり教育」という大きな事

業の中の一つとして、幼児家庭教育講座というものを実施している。その中

で保護者への子育てアドバイス、あるいは小さい頃からの性教育などの講座、

これは各園の保護者会等を通じて講師の派遣等を要望する場合にその経費を
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補助するという形で行政が支援しているものである。こうした取組の中で自

然な形で保護者の意識を高めている。 
近年、家庭における教育力が低下しているということから、子育てや自分

の子どもとの関わり方そのものについても、経験豊かな講師による講座を実

施する中で男女共同参画意識の啓発に努めているところである。 
 

 取組による結果が見えてくるのは大変良いことだが、子どもが変わってく

ると親御さんの変化にもつながるので、今後も園内における取組を継続して

いただきたいと思う。 

  

 実際に、保育士の養成をしている大学の方を見てみると、今でも３歳まで

は母親が育てるべきだというような授業が行われていたりする。従って、実

はどういう研修を受けているのかによっては、男女共同参画に逆行する可能

性があるということが心配されるので、どのような研修をどのように具体的

に実施したのかという報告を求めたのが質問の意図だった。 
 研修等を何回実施して何人参加したのかという数値も大切だが、何をどの

ように行い、それにより参加者がどのくらい変わったのかという点にまで踏

み込んでいただくことが望ましい。全分野の事業について、そうした観点か

らの報告をお願いしたい。 
 

（資料№5、事業№15【事業所などでの女性の参画促進】について） 

 県のハッピー・パートナー事業については、長岡市としても事業の周知・

登録促進等に協力しており、市内企業の取組の実態についても随時県と情報

共有をはかっている。 
市では毎年ハッピー・パートナー登録企業パネル展を開催しており、今年

度は積極的に取り組んでいる 29 の企業・団体からパネルを作成・展示に参加

いただいた。アオーレ長岡や市民センターのほか、各種講演会や就職ガイダ

ンス等の場でパネルを展示し、幅広くその取り組みを周知ＰＲすることで、

一生懸命頑張っている企業とあまり取組に積極的でない企業との差別化を図

っているところである。 
 

 就職活動をしていた学生の話で、ハッピー・パートナー企業に登録してい

るが、その実態はブラックだったということがあった。そういったことはあ

ってはいけないと思うが、実際には県の事業なので、長岡市では今ほどの説

明にあるように、特に頑張っている企業を推奨していただくという形で差別

化を図っていただきたいと思う。 
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（資料№5、事業№21【妊娠・出産期における健康支援】について） 

 受け付けた相談について特筆すべき事例として、実家等の支援が得られな

いといったことや、孤独な環境の中で子育てしなければならないといったよ

うなこと、精神的に問題を抱えている方からの相談等がある。 
 具体的には、出産近くになって実家の支援が得られない、夫がうつ症状で

会社を休みがちになっていて、どうしたらよいかと泣きながら電話をされて

きたというケースがあった。状況確認のために保健師が訪問すると、出産準

備等が全くできていないという状況だった。退院後の子育て支援が必要な状

況もあるので、ご本人や夫から了解を得て医療機関に支援の依頼を行った。 

また、助産師と一緒に訪問する中で、一緒に出産準備を行って産後の生活

について話し合いをしたり、退院直後には、沐浴や授乳の仕方を教える等の

支援も行ったりして、子育てについての支援を継続してきたという事例があ

った。 
 

（資料№5、事業№22【思春期・青少年相談】について） 

 相談内容の特筆すべきものとしては、とある専門学校の女子学生からの相

談で、メールを中心に年間 100 件を超えて相談が寄せられたというケースが

あった。そのメールの中で、母親に対して自分を認めてほしいという主旨の

記載があり、母親の愛情を求めるような内容であった。幼少期から母親の愛

情に満たされないで育ってきたということで、心の成長面で課題を残してい

るような状況が伺えた。このようなメールの中でも、生死に関わるような相

談があると、訪問や電話をして、より適切な対応に努めている。 
それから相談内容の公表については、『はぐくみ長岡』という広報誌を年２

回発行しており、その中で街頭育成活動結果や相談業務実施結果を公表して

いる。 
 

（資料№5、事業№23【青少年育成活動】について） 

 青少年育成活動として、駅で待ち合わせをしている高校生や、公共施設で

勉強しているような子どもたちに対して声がけを行っている。特に問題行動

があるわけではないが、「どこの学校に行っていて今何が楽しいの？」である

とか、「将来の職業は何を目指しているの？職業については男女は気にする必

要はないよ」といったような声がけをして、大人が見守っているということ

を子どもたちに伝えている。 
それから、実際に育成活動に関わる人の研修については、今現在は青少年

育成委員の方々の個々の判断に任せている状況である。青少年育成活動全体

として、男女共同参画についての研修会というのも検討していく必要がある
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と考えている。 
 

 先日、警察のボランティアの方たちと、青少年育成活動をされている方た

ちと一緒に研修会をして、そのあと交流会があったのだが、社会背景等は個々

の判断に任せるのではなく、今の社会情勢はどうであるかとか、このような

ケースがあるとか、きちんとした視点で活動できるような情報をお互いに共

有しないといけないのではないかと思う。その研修会には少年院の所長さん

がおいでになり、オレオレ詐欺の受け子になった子どもたちが少年院に入っ

ているという話をされた。そうした事例があることを、育成活動をされてい

る方たちも勉強する必要があると思う。 
 

 子どもの安全に関しては、最近犯罪がらみの事例があるが、他に意見等は

ないか。 

 

 今、市Ｐ連では市内の全域でＳＮＳ対策の活動・運動をやろうということ

で動いている。LINE など、ＳＮＳが犯罪の背後にあると認識しており、学

校でのいじめも深刻になっている。昔であれば夜９時以降は友だちの家に電

話しないようにというような家庭の教育があったと思うが、今は子どもたち

が勝手にＳＮＳなどを通じて、夜遅くまでつながっていて、家の外には出て

いないけれども深夜徘徊状態になっているということがかなりあるようだ。 
 結局、学校側の苦慮は、家庭の問題にどこまで介入できるのかという部分

だと思う。市Ｐ連の方でも強制力はないもののしっかりとルールを決めてい

こうと考えているが、行政としても、個人情報の壁はあると思うが、家庭環

境等をある程度把握して何かあった時に警察や様々な諸団体と連携して動け

るようにしていくことが大事ではないかと思う。 
 

 子どもの成長というのは親からの影響が大きいのだろうが、今は親だけが

頑張ってどうにかなるというような簡単な状況ではないので、これからは親

も学校も地域も行政も連携して問題に取り組んでいくことが望ましいと思

う。 

 

（資料№5、事業№31【まちなかキャンパス長岡管理・運営事業】について） 

 まちなかキャンパス長岡での各講座で男女共同参画の視点が反映されてい

るものを挙げると、例えば平成 26 年度に企画した、「意外と人気者！？話題

のリケジョとして働く」というもので、リケジョを取り上げて企画したこと

があった。また、私どもでは市民プロデュース事業ということで、一般の方
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から企画を公募して講師になっていただいたり、講座の企画をしていただい

たりという事業があるのだが、その事業が割と女性からの応募が多く、「女に

生まれてよかった！講座」や「我が子の能力を引き出そう！マインドマップ

de 子育てコーチング」という講座、「40 代～50 代女性向け『脱！マンネリコ

ーディネートのコツ』教えます」講座など、そういったものを企画して開催

をすすめている。また、その市民プロデュース事業は、私どもが予想してい

なかった成果がたくさん生まれており、一番大きなものとして、講座の後に

サークルが立ち上がり、まちなかキャンパスを拠点に定期的に活動をされる

という場合がたくさんあり、そちらが本事業の魅力であるかなと思っている。 
また、こちらのサービスで、子育て中の女性も安心して受講できるよう、

６カ月から就学前の子どもの無料保育サービスを行っている。ただ、こちら

は皆さん遠慮されて、あまり申し込みがない状況であり、広報を大々的にし

ていくことと、実際の利用者の声を取り上げるなどして、広く気軽に受けら

れるようにすることが課題だと思っている。 
 それから各種講座参加者の男女比については、平成 25 年度は男性 58.1%、

女性 41.9%となっていたが、26 年度では逆転して、男性が 48.7%、女性が 51.3%

となっている。また、年代別に見ると大きなところで、30代が 7.8%から 12.6%

に増加しており、俗に受講率が高いと言われている 60 代 70 代の割合が減少

して現在は 40 代 50 代と 60 代 70 代の受講率が半々くらいの割合になってい

るので、こちらは良い傾向ではないかと考えている。 

 

 市民プロデュース事業の内容が良くて、参加するパーセンテージも高くな

っていると思うので、是非とも活用してＰＲしてほしい。６カ月から就学前

の子どもの無料保育サービスはもっともっとＰＲされると、お子さんを持つ

親御さんが気軽に参加できるのではないかと思うので、よろしくお願いした

い。 
 

男女共同参画に関係ない行政部署というのはほとんどないのだが、しかし、

特に、その施策を遂行する上でどの点を持って男女共同参画の問題を考える

のかであるとか、あるいはどういう点で女性の参加ないし男性の参加を促す

のかとか、そういうことがあったら積極的に報告の中に反映いただければ非

常に参考になるし、実際に相談事例等が既にたくさんあるのなら、そのこと

を書いていただいたらよろしいと思うので、具体的に積極的に報告していた

だけると非常に嬉しく思う。 
 
（資料№5、事業№34【こんにちは赤ちゃん訪問】について） 
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 この事業の効果について大きなものを二つ挙げると、乳児家庭での孤立化

防止と、虐待予防である。子育て家庭のさまざまな悩みや不安をお聞きして、

必要な子育て情報を提供することで、安心して子育てができるように支援を

している。特に気軽に相談できて、お子さん同士の交流もあるということで、

子育ての駅での情報共有というのが非常に喜ばれている。赤ちゃん訪問によ

って、さらに支援が必要である場合には、関係機関と連携を図りながら虐待

の予防にも努めている。 
無戸籍赤ちゃんの対応については、医療機関等からの連絡で把握できた場

合については通常の母子保健と同じような対応をとっている。 
 

（資料№5、事業№35【ブックスタート事業】について） 

これは赤ちゃん相談会等と同時開催で行っているため、どうしてもお母さ

んの参加が多くなってしまうのだが、最近ではお父さんの参加も増えてきて

いる。お父さんが赤ちゃんと過ごす時間の大切さを伝え、親と子の絆づくり

というものを進めている。また、お父さんが参加しやすい講座を土曜日に開

催して、男性保育士による子育て講座を企画したところ非常に好評であった。 
 

 男性の育児参加を促していくような事業を計画の中に入れていただいてい

るようなので、これからもよろしくお願いしたい。 
 

（資料№5、事業№41【保育園における育児相談窓口の充実】について） 

保育園における育児相談窓口の充実ということで、今現在、公立 13 園、私

立 20 園において、「地域子育て支援センター」という事業を行っている。入

園前のお子さんをお持ちの方々から、子どもの発達発育状況であるとか、あ

るいはミルクの作り方・与え方、また今年度から保育園・幼稚園を含めた入

園の制度が大きく変更になったため、そうした申込についての相談も受けて

いるということで、地域の相談窓口として保育園が機能している事業である。 
 近年、核家族化が進む中で、昔であればおじいちゃん、おばあちゃんに聞

いて問題を解決するようなことも、身近に聞ける人がいなかったり、あるい

はひとりで悩んだりというようなことを防ぐためにも、また仲間づくりとい

う観点からも地域に開かれた保育園という機能として、こうした子育て支援

事業を行っているところである。 
 
 今年、入園申込方法が変わったが、それによってお母さんが働く時間を決

めなければならないという辛さというか、困難があったりするようだが、そ

のあたりについてどのような相談があって、どのような回答をしたのかお聞
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かせいただきたい。 
 
 新しく子ども子育て支援制度というものが今年度から始まった。今までは

保育園は就労を支援するという側面が一番大きかったので、両親が共働きで

あって、保育に欠ける状況であると、11 時間保育園でお預かりするというの

を通常保育時間としていた。しかし、新制度になってから、両親の就労時間

に応じて保育時間を認定させていただくという手続きが一つ増えた。それに

より、今まで通り標準の 11 時間お預かりできる場合と、保育短時間というこ

とで８時間を上限にお預かりする場合という、大きく分けてこの二つの区分

になった。それに伴い、３時間のマイナス部分について、どうしても厳しい

状態が生じるという家庭もあるかと思う。ただ、この新制度の第一義的目的

が、親御さんが家庭でお子さんと接する時間をまず大事にしてほしいという

点でもあるので、そこの部分を保育園でお預かりする部分と保育園以外の子

育て支援サービス等を組み合わせた中で、親子の関係を一番ベストな状態に

保つために、どう支援していくかということを考えているのがこの制度であ

る。 
 働き方も多種多様になってきているので、保育園も臨機応変にケースバイ

ケースで対応する中で保育時間を認定し、延長保育も含めて対応していきた

いと思っているところである。 
 
 確かに、子どもは親にそばにいてほしいし、親も子どもの気持ちはわかっ

ているが働かなければならないという現状が実際にはあるので、臨機応変に

対応できるならば、ぜひよろしくお願いしたい。 
 
（資料№5、事業№48【職場におけるハラスメント相談への対応】について） 

 男女共同参画推進室では、職場の問題ということで産業カウンセラーにお

願いして、月に２回、夕方の６時から８時までの時間帯で「仕事・職場の悩

み専門相談」を行っている。平成 26 年度の相談件数は 23 件あり、内訳は、

抑うつ状態で休職中の方が相談されたというケースが 12 件、職場の人間関係

についての相談が８件、その他が３件であった。これらについては、会社内

でのコミュニケーションの方法や、会社に相談機関があるかどうかなどとい

ったアドバイスをさせていただき、必要に応じて専門機関を紹介するという

対応をとっている。 

 

 資料№3 の実施状況の中にそうした細かい事も書いていただければ、あえ

て質問をしなくてもわかるので、具体的な記載をお願いしたい。 
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 ハラスメントに関連して、商工会でも職員のうつ病が増加してきた。今ま

ではあまりなかったのだが、やはり転勤がつきもののため、新しい人が転入

し、その人のことをまだあまり知らない段階から前任者と同じように扱って

しまうと、自分にはできないというような状況になり、徐々に仕事が溜まっ

ていくようになるというケースが多々ある。そうならないためにも、やはり

情報の共有が必要かと思う。 
心の病は病院に行ってもすぐには治らないわけで、そうするとやはり仕事

に穴が開く。すると代替者が必要になるが簡単には見つからない、そうした

ことが問題になっている。 
 
 これからも一層、相談窓口の拡充、それからやはり、求められているのは

企業や職場の現場であると思うので、そちらの方でも対策をとっていただく、

あるいはその対策をとる支援をできないだろうかということが大切だと思

う。 
 
（資料№5、事業№57【高齢者虐待対策関係機関との連携】について） 

高齢者に対するＤＶの内容として、身体的暴力、暴言や外出の制限といっ

た心理的暴力など、他の年代のＤＶと大きな違いはない。高齢者になってか

ら発生しているのではなく、若い時からＤＶというケースもある。 
 具体的な事例として、要介護状態になった妻の頭を夫が繰り返し叩いたり、

「早くしろ」と怒鳴ることが日常的になっているケース。あるいは、ウィル

ながおかから連絡をいただいた事例で、関係機関と連絡をとりながら対応し

ている事例もある。これらのＤＶについては高齢者虐待防止法があるので、

その中のくくりとして対応しているわけだが、長寿はつらつ課、各支所、地

域包括支援センター、あるいは民生委員など、いろいろな関係機関と連携し

ながら対応している。 
 虐待防止という点ではかなり周知されていて、いろいろなところから私ど

もの方に連絡が入るし、本人あるいは警察からもくる。そういった中で事実

確認や安全確認をした上で高齢者の保護と保護者支援両方を考えていかない

とうまくいかないので、その辺を支援しながら適切な対応をしている。高齢

者虐待も重大な人権侵害であるので、今後も関係機関と連携しながら対応し

ていきたい。 
 
 先ほどお話があったようにＤＶは子どもの虐待にもつながるし、高齢者の

虐待は大きな問題だと思う。今お話をお聞きして、確かにいろいろな対応の
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仕方があるのだが、例えば認知症の高齢者はこういう症状なんだということ

がわかるような講座などを実施すると、ＤＶにつながるような状況から少し

は理解が広がるのかなと思う。 
 
（資料№6、事業№9【政策方針決定過程への女性参画割合向上】について） 

 長岡市は従来から官民・地域住民連携のもとで住民参加のまちづくりを進

めている。その中で人材育成、人材発掘につなげてゆきたいと考えている。

男女共同参画推進室の中にある男女平等推進センターウィルながおかでは、

コミュニケーションスキルを磨くセミナーや、コーチングスキルを身につけ

る講座など、市民の本来持っている生きる力を引き出すということで女性の

力をつけるためのセミナーを提供している。こういったことが人材育成につ

ながればと考えている。 
 平成 26年度に女性登用率が下がってしまった理由としては、長岡市の子育

てに関わる、女性の参画が多かった二つの委員会が一つにまとまったために

女性の委員数が減ってしまったり、防災分野や都市計画分野など比較的女性

が苦手とする分野の委員会が新設、再開されたためである。これに対しては、

全庁へ通知を出したり、毎年、女性委員の登用推進計画を各課に依頼し、委

員の推薦の起案が回ってくるたびに個別の聞き取りをしており、女性登用率

が 30%に満たないところについては随時改善のお願いをしている。 

これらのことを長年継続してきた結果、今年度 27年４月１日現在の登用率

は 30.8%ということで、初めて目標値の 30%を超えることができた。これまで

の長年の取組の結果で、長岡市の農業委員や、法規審査委員などこれまで女

性の参画が０だったところが、１人ないし２人というように女性登用の動き

が出ており、女性委員０の委員会が 26年度は 11だったものが 27 年度は４つ

にまで減少している。委員の人数についても、平成 26 年度から 27 年度に長

岡市全体で 78 人の委員が増えたことに対して、71 人の女性委員が増えたこ

とも市の取組として少し評価できると考えている。このことは 12 月号の市政

だよりで公表する予定である。 

 
 ここで成果が上がり始めたということで、今後とも継続をよろしくお願い

したい。 
 
（資料№6、事業№16【活き活き農らいふ支援事業】について） 

本事業は、平成 17年度から始めた補助事業である。農産物を使った加工品

や、直売所というものがだんだん盛り上がっていた中で、女性ならではの視

点を取り入れた新たなアグリビジネスにチャレンジしていただこうというこ
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とで、３戸以上の農家の女性が集まったグループに対して支援するものであ

る。支援内容としては上限 25万円で 50%以内の補助率になっており、例えば、

自分たちで作った野菜を使ってジャムを作りたいと思った時に、自分の家で

ジャムは作れるけれど、商品として販売するためのジャムの加工技術を学び

に行くための旅費や、ジャムを作るための機材の購入、パッケージデザイン

のデザイン料など、そうしたものに補助をしている。 
 

 具体的に聞かせていただき非常に嬉しい。それでは、一通りこれで口頭回

答がすべて終わったので、委員の皆さんから一言ずつお願いしたい。 
 

 可能であればというお願いをいくつか寄せたいと思う。今、実施報告ある

いは 27 年度の実施計画というのを事前にいただいて、目を通させていただい

ていたが、その中で、ほぼ前年度を踏襲した形での実施計画となっているか

と思う。例年継続事業の中で、もし改善点があるのであれば、前年に対して

どこを改善したのか、また、もし新規事業であれば、その旨を記載していた

だけると非常に読みやすいと思う。それから、この審議会が開催される時点

で既に今年度は数カ月経過しているわけなので、今年度の事業で既に着手し

ているものがこういう状況になっているということについても報告をいただ

けるとありがたい。 
 
 商工会もそうだが、企業の経営者という立場で、会社における様々な問題

に直面することがあるわけだが、私の会社では、20 歳くらいで子どもを連れ

て就職してきた者がいる。こちらも気にかけながら、色々と話を聞いている

のだが、実家へ戻ってきているから非常に楽だけれども、これが母子二人き

りで生活していたら大変だと本人は言っている。特にシングルマザーとして

子育てしている人に対してのケアをもう少し強化していかなければならない

と感じている。本人が折れてしまっては何にもならないわけなので、そうし

た状況にある人たちをしっかりと支えていきたいと思う。 
 
 男女共同参画はあらゆる分野に関わりがあるということで、たくさんの担

当部署がこうして集まってくださっているわけだが、どうしても資料の記載

が抽象的でどこがどのように改善されているのか見えにくい。部署によって

は具体的に数字をあげているところもあるので、そうすると前年度との比較

はしやすいので、最低限数字を挙げていただくとともに、例えばセミナーな

どであれば必ず参加者の満足度調査を実施するべきである。イギリスでは、

司法という最も堅くて市民目線の届きにくい分野においても、どの手続きを
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してその結果どうであったかという満足度をパーセンテージで当たり前のよ

うに出している。であるので、是非自治体として検討していただければと思

う。 
また、さまざまな分野の施策がいろいろな部署に渡っているので、できれ

ば課ごとに今年の目玉をもうけてそれについてもう少し詳しくプレゼンして

いただくなどしていただけると目に見えてわかりやすくなる。資料も分厚く

なるし、用意だけでも時間を取られて大変だろうが、その辺りの改善をして

いただければありがたい。 
 それから残念な点がいくつかあって、昨年度の審議会の際に、事業№49「学

校におけるセクシャルハラスメントの防止」事業に関して、抽象的な記載に

とどまっていたので、男女共同参画・暴力防止の観点から具体的な施策をし

ていただきたいという旨を申し上げたのだが、今回の資料を見ると結局また

同じ記載しかされていない。校長だけへの指導では足りない、通知を配るだ

けでは足りないというのは明らかだと思う。文科省が毎年統計を出している

が、児童・生徒に対する体罰、セクシャルハラスメントを理由とする懲戒処

分例が相当数上がっている。そうであるにもかかわらず、このような抽象的

な施策でとどまっているというのはおかしいのではないか。    
それから、「セクシャルハラスメントを含む人権に関する教育」というのは、

男女共同参画について何をしてくれたのか、セクシャルハラスメントについ

て何をしてくれたのかが全く見えない。 
 昨年度も同じことを申し上げたはずだが、残念ながら今回も同じ記載にと

どまっている。是非来年は本日の審議会の結果を踏まえた改善点を示してい

ただきたい。 
 
 資料№5-3 について、できればこれを経年変化がわかるようにまとめてい

ただき、審議会において説明していただけるようにお願いしたい。 
 それから職場復帰のためのプログラムについて、特に専門職の方で医師や

看護師の不足というのが言われているわけだが、そうした看護師免許をお持

ちの方で休んでいらっしゃる方々に、復帰支援のためのプログラムのような

ものができるように行政としても検討していただければと思う。 
 
 私は学校を足場にしているので、やはり意識啓発が大切だと思っている。

そのターゲットは２つあって、新潟県には、女性が社会進出していることに

抵抗感を持つ年配の方が未だ多いように感じる。それと女性自身の社会参画

への意識。例えば教員で考えてみると、小学校は７割以上が女性教員である。

管理職にならなかったとしても、教員である以上、社会参画は十分にしてい
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ると思う。ただし、県教育委員会は指標として女性管理職を３割と打ち出し

ているのでいつまで経っても指標を達成できないでいる。 
だが、管理職になる事がイコール女性が社会参画しているという指標なの

だろうかといつも私は感じている。子育てをしながら担任を一生懸命務めて

いる職員はたくさんいる。そういう意味で、それぞれの良さが光る、そうい

う社会ができればいいなと思っている。 
 私たちが気を付けなければならない、ともう一つ感じていることが、「女性

ならでは」とか「男性ならでは」という言葉が流れているうちはダメだなと。

職員を見ても音楽が得意な男性はいる。家庭科が得意な男性もいる。それは

個体差であって、性差ではないので、そういう言葉使いをもう少し気を付け

なければいけないなと思う。 
 
 計画を見ると、あらゆる分野に雇用に関することが多くあり、何かしらに

雇用が結びつくことが多いということが分かった。雇用分野に所属している

ので、所属に戻ったら市の関係機関と協働させていただきながら男女共同参

画を意識して事業展開・協力していければと考えている次第である。 
 日頃、子育て中のお母さん方が仕事を探しに来られ、支援体制もできてい

るので、そういう方たちが一日も早く就職できるように協力していければな

と思う。本日の議論を聞いて、所属に戻ってからの意識が高まった。 
 
 農業関係の方で、５、６年前から長岡にはなぜ女性の農業委員がいないの

だという声が上がっていた。今年ある人から、経営管理委員になったのだか

ら力を入れて頑張れ、女性の農業委員を出してくれと言われたので会長に相

談し、なんとか女性委員を出すことができた。きっとこれから頑張ってくだ

さると思う。 
 それからもう一点。保育の関係で、確か昨年の 10 月頃だったと思うが、近

所の方が 27 年度の保育の受付があるとのことで、朝５時半に起きて並んだの

だそうだが、それでも申込は 16 番目だったとのこと。１番目の人に聞いたら

３時半から並んだそうだ。私たちの頃はそのようなことはなかったのだが、

問題かなと思う。 

 

「ブックスタート事業」について、これはすごく良いことで、親子関係に

おいてもこうして絵本を通じて会話をしたりすることはとても大切なことな

ので継続していただきたい。そして私が今新たに考えているのが、家に眠っ

ている使わなくなった絵本を、親子で次の世代のもう少し年下の子どもたち

に手渡しするというような形、つまり「ブックリレー」のような形で実施し
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てもらえると良いと思う。もちろん本は傷んでいるかもしれないが、たくさ

んの本を大量に持ってきてただ置いていくのではなく、一冊でもいいので親

子で持ってきて別の親子に手渡しするという取組を、ブックスタート事業に

プラスしてみてはいかがだろうか。 
 

 私は市Ｐ連会長という立場で参加しているので、その視点でいろいろと考

えさせていただいた。ＰＴＡ活動を通じて先生方との接触が多いのだが、先

ほどのお話にもあったが、教育現場というのは女性の先生が大勢いらして、

決して男女の先生の差というものを感じることはないし、子どもたちが尊敬

している先生方も大勢いる。だが言われてみると、校長や教頭など管理職に

なるとなぜかほとんど男性しかおらず、８年間のＰＴＡ活動を振り返ってみ

ても何か変化はあったのだろうかと疑問に思う。 
一方、子どもたちを見ていると、ここ数年は応援団長のうち半分は間違い

なく女子ということがある。それから生徒会長など、中学生の段階だと男子

よりも間違いなく女子のほうがリーダーシップや行動力、発言力などのある

子が大勢いて、そうした状況を見ていると、社会システム的には長い時間が

かかっているのかもしれないが、これから 10 年、15 年後にこういう子ども

たちが社会に出ていった時には、日本の社会も大きく変わっているのかなと

も感じている。 
 一足飛びに何か大きな機構改革をしようとすると、何か軋轢があるのだろ

うから、毎年毎年積み上げていっていただければと思う。今回指摘された事

に対して行政側には真摯に受け止めていただき、時間がかかっても毎年毎年

少しずつ改善していくという形で努力を示してもらいたいと思う。 
 
 今回、26 年度の実施状況と 27 年度の実施計画について議論してきたが、

今年度の事業はもう半分動いているので、この場で出た意見というのは次の

28 年度に反映されることになるのかなと思っているが、是非とも改善された

ところは改善されたと記載すべきだと思う。今回農業委員に女性が一人出ら

れたということは資料には書かれていなかったが、本当であれば記載すべき

だったと思う。ということで、取組内容は具体的に書き込んでいただくよう

お願いしたい。 
 

 委員の皆さんから、さまざまな御指摘をいただき感謝申し上げます。実施

したことは具体的に内容や数値を挙げていただければ議論がしやすいし、ど

のくらい進捗しているのかよく分かるようになると思うのでよろしくお願い

したい。 
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(3) その他 

・男女共同参画に関する市民意識調査について・・・事務局説明（資料№7） 
 

５ 閉 会 

 本日は貴重な意見をいただき、本当に感謝申し上げます。いただいた意見

を踏まえて改善をしながら着実に計画を進めていきたい。また、来年度は計

画見直しの年にあたるため、その際は改めて皆さまのご協力をお願いいたし

ます。 
以上で男女共同参画審議会を終了します。 

８（出席委員の署名欄）  （略） 

９ 会議資料    別添のとおり 

 


